
皆さんに安全な水道水を届けるために
　田原市では、効率的な事業経営のもと、将来にわたり、安全な水を供給し、災害時にも必要な水をお届けする
ために「新田原市水道ビジョン」に基づき、うるおいのあるまちの実現に向けて取り組んでいます。

円滑に配水するために、蔵
王加圧ポンプ場の送水ポ
ンプを令和4年度に1台、令
和5年度に1台、順番に更
新しました。

ポンプ設備の更新

　赤羽根地区および渥美地区の通
信設備を令和5年度に更新しました。
　この設備があることで、現地にい
なくても塩素濃度や配水池の水位
などを常時監視できます。数値の異
常が発生したときの警報装置も付
いています。

電気計装設備の更新

　小塩津配水池は、補修
しながら使ってきました
が、老朽化が進んでいる
ため、同じ場所での建て
替えを計画しています。

施設の更新

　基幹管路（送水管など
の主要な水道管）につい
て、優先的に耐震化をし
ています。基幹管路の耐
震適合率は38.8％です。

管路の耐震化

老朽管の更新
　古い水道管は、漏水や断水のリスクが
高くなるため、災害に強い、新しい水道管
に更新する必要があります。
　田原市では、毎年約5億円の費用をか
けて、古い水道管を地震に強い水道管に
入れ替えています。市内の水道管は、40
年以上使われているものの割合が5割を
超えています。昔の水道管は地震に弱い
ものも多く、漏水事故を少なくするために
も、老朽管更新のスピードを速めていく
ことが重要です。
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